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1.緒 言

森林に吹きつける風が,林 内に吹込み,林 内の風速分布が どの様な形になるか というこ

とは,森 林微細気象学上,極 めて興味ある問題である.

従来,林 附近の風速の測定は,防 風林効果の研究に関連 してかな り行われて来たのであ

るが,林 内の風速 に就ては,僅 かにNesterow,N.S(1)。Geiger,R.,(2)Woelfle,M.(3)

Fons,W.L.(4)等 による報告があるに過ぎない.

中で も,林 縁 よりの距離に関する変化を測つたものは,下 層に広葉樹下木を有する内陸

マツ林 に就て,Nesterow,及 びWoelfieの 草分け的な観測があるのみである.

本研究は,我 国海岸に汎 く分布する下層植生に乏 しい砂地クロマツ防風林に就て,特 に

その林縁附近め観測を試みた もので,ま だ観測の方法,測 定結果の普遍性等にいろいろ考

慮を要する点もあるが,一 つの観測例として報告したい.

Ⅱ.測 定

1.場 所

観測の場所は,福 岡市の西部に当る姪ノ浜早良本学演習林である.

クロマツ海岸防風林で,地 形的にみて,砂 丘等の凹凸が比較的少 く,汀 線より林縁迄の

距離 も小さい.そ の中に,汀 線 と略k直 角に1本 の測線をとつた紳.測線附近の地形図と,

測線の断面図密醤g段 及び1に 示す.

即ち附近林況は,ク ロマツ単層純林,優 閉度中庸,林 と汀線の間には,低 い草木類が繁

零PinusThunbergiiPar1 .

*零 風 速 の測 定 は ,測 線 の 左 右 略20。 の範 囲 で行 つ た・



茂 している部分 も,あるが・林下には殆 ど下木 下草を欠 ぐ・そしてこの測線附近は・立木の

配置等 も,比 較的均質な場所である.

Fig.1.測 線 の 位 置

Fig.II.測 線 断 面 と 測 点

PROFILE OF LINE OF OBSERVATION AND STATIONS 

 No.  •  • • • Stations' number, S—•L • • • • Sea-level

2.器 材

測 風 計 器 に は,廻 転 慣 性 の小 さいBiram型 風 向風 速 計 電(18)を 準 備 し,込 りつ けの

支 柱 は,水 平 分 布,垂 直 分 布 総 て 自製 の簡 単 な木 柱 を用 い た.

ま た測 温,測 湿 は,Assmannの 吸 気 温 湿 計 に よつ た.

3.方 法

a.水 平 分 布

測 線 上 に 配 置し た 風 速 計の 位 置 はジ 前 掲Fig.1及 び 次掲T3い1の 様 で あつ て,更 に,●

測 点No.3,7の 両 側 方 各'k・12.5mの 位 置 に,4個 の風 速 計 を配 置 した**.

測 高 は,地 表 よ り1m,観 測 は,同 時 観 測***,廻 転5分 間 の 平 均 風 速 を求 め,各 観 測

風車 廻転 直径7cm

風 向の変化に よる影響を検 討するため

正確 に云 えば,最 大 約15秒 のズ レが ある.



Tab.1.風 速 水 平 分 布 の 一測 点

STATIONS OF OBSERVATION, 

Horizontal distribution of wind velocity

回毎に,測 点No.1に 於て,5秒 間60回 計5分 間観測によつて風の息(V・ き)の 荒 さを

測 り,風 の性質を調べた.各 点息の荒 さの分布 も,同 様な方法で行つた.　　　　　　 .

b.垂 直 一分 布

　この 観測は,水 平分布における測高(1m)の,垂 直分布に対する関係をみる為 に行つ

た もので,測 線上に測点3個 をとり,略1通 直且つ枝張 りの均整なクロマツ樹幹に,風 上

に向けて長さ1mの 支柱を各測高毎に釘で止め,支 柱前端 に風速計 をとりつ けた.測 点,

測高を表にして,Tab.2に 示す.

　測定は,前 記 と同様5分 間測定,各 点,各 回に就ては同時観測であるが,3点 の観測の

間には,か な りの時間の隔 りが出来た.

Tab.2.風 速 垂 直 分 布 の 測 点

STATIONS OF OBSERVATION 

Vertical distribution of wind velocity

以上,a,b両 観測の値は,す べて器差の修正を施 して測定値 とし,息 の荒 さ は,各

60回 の測定値の変異係数 を以て表わした.

気 温,湿 度 も各点毎に観 測 を試み,ま た観 測の時 期は,1951年10～12月 の 間 で あ

つた.・

III.結 果

得 られた測定値ρ中か ら,計 器の事故その他による支障の認められなかつたものを択ぶ

と,以 下の通 りである.

a.水 平 分 布

測定値 を,観 測の 日により3っ の群に分けA,B,Cと して表Tab.3,こ れをグラフに

描いて図Fig.翼 を得た.



また この 図表 に よつ て,測 定 値 が 比 較 的 安 定 している 測 点No.10を 基 準100と して%

で あ らわ す と,Fig.IVの 様 に な る.

次 に,息 の 荒 さの 水 平 分 布 は,同 様 に して.Tab.4,Fig.Vに あ らわ され る.

b.垂 直 分 布

測 定 の 結 果 を,各 測 点 毎 に括 め て,Tab.5,Fig.Uに 示 す.

さ らに,水 平 分 布 の 測 高1mを100と して 換 算 すれ ば,Fig.Ⅵ の 如 くで あ る.

IV.考 察

前節 夏の結果から,次 の様なことが考察される.

1・ 原風の息が,小 さヤ・にも拘 らす,各 測点各測高における測定値は,か な り不安定であ

る.これ は,観 測方法,測 風計の性能 にも因るのであろうが,寧 ろ観測時の風向の小 さ

い変動が,風 速計附近の樹冠,幹,地 形等のために大きく影響するものと思われる.

Fig.III.風 速Vの 水 平 分 布

HORIZONTAL DISTRIBUTION OF WIND VELOCITY, V 

 No.  • • • • stations' number, No•* • • . • No., observation



Fig.IV.比 風 速Vの 水 平 分 布

HORIZONTAL DISTRIBUTION OF RELATIVE 

WIND VELOCITY, V

Fig二V.息 の 荒 さ9の 水 平 分 布

HORIZONTAL DISTRIBUTION OF INTENSITY 

OF GUSTINESS. g,



Tab.3・ 風 速 の 水 平 分 布

HORIZONTAL DISTRIBUTION OF WIND VELOCITY*



Tab.4.息 の 荒 さ の 水 平 分 布

HORIZONTAL DISTRIBUTION, INTENSITY  OF GUSTINESS

Tab.5,風 速 の 垂 直 分 布

VERTICAL DISTRIBUTION (PROFILE) OF WIND VELOCITY



Fig.VI.風 速Vの 垂 直 分 布

VERTICAL DISTRIBUTION OF WIND VELOCITY, V



Fig.VII.比 風 速 滝V'の 垂 直91分 鷺 布

VERTICAL  DISTRIBUTION OF RELATIVE WIND VELOCITY, V'
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2.水 平分布に於て,風 は,林 縁よ り内に入るに従つて弱まるが,そ の弱まる大きさは・

風の強弱に関せす大差ない ので,結 局,強 い風では弱まる割合が小さいことになる.即

ちこの様な形の林に於ては,風 の強い時には相当な強さが,林 内にかな り奥迄達する状

態が予想 され る.

風が弱いとき,分 布が特に不安定である原因には,風 速計の性能が第一に考えられね

ばならない.

3.息 の強さの水平分布 に於て,測 点No.4,5,6附 近に不安定な場所*が 現れている・原

因 として,林 縁の樹冠 と地形,双 方の影響が考えられる.

4.垂 直的分布に於て,樹 冠 内,樹 冠 下の傾向は,Fons,Geiger等 の観測結果の如 く判然

とは現 われなか?た.こ れは林縁に近いことと,前記1の 如 き原因によるものであろう.

をして,水 平分布の測高が,こ の垂直分布の形における関係は判然でない.

5.水 平,垂 直両分布共に,そ の傾向は,林 縁に近い程不安定であるが,林 内に入るに従

つて次第に安定する.

6.以 上の関係は,勿 論観測 したこの様な林に於てのみ成立するもので,林 況 特に林套

の発達程度に従つて,大 きく変化することが想像される.

木研究 を行うに際して,多 大の便宜を賜つた木学演習林長井上由扶教授,同 早良演習林

事務所長山川三郎教官,観 測,計 算等に助力 を得た浅津一博君に対 して,謝 意を表する.

*一般防風林の試験に於ても,よ く現れる・
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ON THE DISTRIBUTION OF WIND VELOCITY IN A 

SEA-SIDE SHELTERBELT OF "KUROMATSU" TREES 

(Résumé) 

Keiji SATO, Taisuke KATOH and Isao UEMATSU

1. The form of the distribution of the wind velocity inside the forest, 

  assumed by the wind blowing against it, has a great deal to do with the 

  caring for the forest stand or trees. 

2. The observation was made on the "kuromatsu" wind break standing on 

  the sand near the coast without a lower layer ofe trees, and especially on 

  the horizontal distribution of the wind velocity in the vicinity of the 

  forest margin.



3. The wind break used for the observation is a part of experimental 

   forest in the suburbs of Fukuoka city. The station of observation was 
  taken on line of observation set at right angles to the waterside line, 

   Fig. I. 

    The observations were made on the  horizontal distribution of wind 

  velocity and intensity of gustiness and on the vertical distribution of 

  wind velocity. The position of the station for the observation is indicated 

  in Fig. II, Tab. 1 and 2. 
4. The results of the observation are seen in Tab. 3,4 and 5, and Fig. III, 

 IV, V, VI and VII.• 

5. The following can be observed in these results; 

(a) The measured value of wind velocity inside the wind break is quite 
  unstable, with greater instability nearer the forest margin. 

(b) In side the forest, the stronger wind is comperatively less weakened. 

(c) The places unstable in intensity of gustiness is found in•near the forest 
  margin. 

(d) The vertical distribution does not assume as clean a form as it does in 
  the observation by Fons, W. L..(4) 

(e) These observations seem to be limited only to the case of the above 
  mentioned conditions of the wind breaks and the branches covering the 

  trees at the forest margin.


